
最 新 情 報

農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業の

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

伝えたいこと，残したいもの

「学校崩壊」「学級崩壊」が言われるようになって久しいが，ちょっとしたことでいらい

らし，不快感や怒りを抑えることが出来ず，キレてしまう子供たちが依然として多いよう

である。子供たちの間で交わされる言葉も，「チョーうまい」「ファミレス」「ワンギリ」な

どはまだしも，「まじ？」「ムカつく」「きもい」などになると，違和感を覚えてしまう。

子供たちがキレる原因には，様々な要因が絡み合っており，家庭や学校だけの問題でな

いことは明らかであるが，最近食事との関係がよく話題になる。家族がそろって食卓を囲

む「一家団欒」は姿を消し，家族バラバラに食事をすることが当たり前で，たまに一緒に

食卓に向かっても主役はテレビというのが一般的という。しかも，食事の内容は，スーパ

ーで買ったお惣菜がメインであったりする。食卓の変化にくわえ，脂肪分の多い外食の増

加，砂糖や添加物（合成着色料や保存料）の入った加工食品や清涼飲料水の取りすぎがミネ

ラルや繊維質の不足を招き，子供のキレる原因になっているという説もある。カルシウム

不足が原因という人もいる。

私が住んでいる多摩丘陵の一角では，農協をはじめ，地元の生産者が運営する直売店が

数ヶ所あり，春先から菜の花，うど，せり，竹の子といった旬の野菜を提供してくれる。

特に，熟したトマトの出回る時期には，１時間もしないで売り切れてしまうほどの盛況で

ある。子供たちも味の違いがよくわかり，青いうちに摘まれた水っぽいトマトには見向き

もしない。最近大規模な宅地造成が相次いでいるが，大切な農地がこれ以上減少しないこ

とを願っている。

キレる子供への対処というだけでなく，未来に生きる子供たちに，この国の文化と伝統

に根ざした本物の味と食べる楽しさを伝えたいものである。また，多様で新鮮な食べ物を

提供する農業基盤は，貸し農園，援農など農地利用の拡大によって，ぜひとも残したいも

のである。

長野県のある農協では，地域農業の振興にとどまらず，祭りなどの文化活動，小学生を

対象とした「あぐりスクール」など多彩な取組みを行っている。また１０年前から都市部の

子供たち向けに実施している農作業体験学習は，延べで２万数千人を宿泊者として受け入

れた。農業基盤を維持しながら，子供たちにかけがえのない体験を与えている農協の取組

みにエールを送りたい。

本号では，農協の変化の方向について考えるため，「地域社会農業時代の農協経済事業」

「農家構造の変化と農協の組織基盤への影響」をとりあげた。

（（株）農林中金総合研究所調査第一部長　佐々木隆・ささきたかし）

今 月 の 窓

99年４月以降の『農林金融』『金融市場』

『調査と情報』などの調査研究論文や，

『農林漁業金融統計』から最新の統計データ

がこのホームページからご覧になれます。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

トピックス

＊2003年６月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】
・計画外米の流通からみえるもの
――米流通の今後を考えるにあたって――
・食品の表示制度の現状と課題

【協同組合】
・森林組合の現状と課題
――「第１５回森林組合アンケート調査」

結果から――

【組合金融】
・平成１４年度第２回農協信用事業動向調査結果
・第２１回漁協信用事業アンケート調査結果の概要

【国内経済金融】
・わが国における住宅ロ－ン証券化市場の
現状と展望―２

・生保の経営と予定利率引下げ問題について

【海外経済金融】
・米国における住宅ロ－ン貸出市場の変化と将来像
――第６回　まとめと今後の方向について――

・ＷＴＯ加盟1年目の中国農業の動き
――予想外の農産物貿易展開と大きな

制度変革の動き――

２００３，２００４年度経済見通し
農林漁業金融統計２００２年版
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